
 

  

 

事  務  連  絡 

令和８年２月 27 日 

 

一般社団法人 日本エレベーター協会会長 殿 

 

国土交通省住宅局建築指導課 

建築物事故調査・防災対策室 

 

 

 

エレベーター閉じ込め事故を受けた再発防止について 

 

 

 日頃より建築行政にご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 

令和８年２月２２日、東京都墨田区において、展望台エレベーター２基が運行途中

で停止し、そのうち１台において２０名の閉じ込め事故が発生しました。 

本事故は、エレベーターのかごに電源等を供給するケーブルの一部が、強風により

エレベーターの揺れ防止装置に巻き込まれて切断され、ショートしたことで停止した

ものです。 

事故機及び同型機は事業者により、巻き込まれ防止の保護カバー設置の再発防止策

が講じられています（詳細別紙「東京スカイツリー閉じ込め事故の発生原因と再発防

止策について」参照）。 

貴職におかれましては、同様の事故を防止するため、エレベーターかごの下部に電

源等を供給するケーブルの巻き込みのおそれのある機構があるエレベーターに対し

て、保護カバーの設置などの安全対策を行うよう貴協会の会員に周知をお願いいたし

ます。 
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2026年2月25日 東武タワースカイツリー株式会社「東京スカイツリー®展望台エレベーターの停止に伴う閉じ込めの発生
（2月22日発生）における原因の調査結果と再発防止策について」より抜粋・追記

別紙


